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関
係
し
か
見
え
な
い
。
太
平
洋
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
と
、
同
じ
歌
が
讃
美
歌
と
し
て
実
は
日
本

だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
広
く
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、そ
の
一
つ
が
日
本
の
「
蝶
々
」

な
の
で
す
。

　

日
本
の
場
合
は
「
蝶
々
」
と
い
う
言
葉
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
讃
美
歌
の
旋
律
に
日
本
独
特
の

伝
統
を
踏
ま
え
た
歌
詞
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
唱
歌
と
い
う
新
し
い
歌
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ハ
ワ
イ
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
起
こ
ら
な
く
て
、
讃
美
歌
と
し
て
き
た

歌
は
あ
く
ま
で
讃
美
歌
と
し
て
歌
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
の
を
見
て
み
ま
す
と
、
唱
歌
と

い
う
歌
は
本
当
に
よ
く
出
来
た
歌
だ
な
、よ
く
生
ま
れ
て
き
た
歌
だ
な
、と
感
じ
る
わ
け
な
の
で
す
。

§
８　

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
讃
美
歌
と
唱
歌

ー
「
蝶
々
」
の
他
に
も
同
じ
よ
う
な
例
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
問
題
は
「
蝶
々
」
は
特
別
な
例
な
の
か
、
そ
れ
と
も
同
じ
よ
う
な
例
が
他

に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、「
蝶
々
」
は
典
型
的
な
例
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
論
か
ら
言
い

ま
す
と
、「
蝶
々
」
は
決
し
て
例
外
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
な
例
が
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
最
初
に
作
ら
れ
た
音
楽
の
教
科
書
で
あ
る
『
小
学
唱
歌
集
』
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

こ
れ
は
初
編
、
第
二
編
、
第
三
編
の
三
冊
か
ら
な
る
教
科
書
で
す
が
、
初
編
は
一
八
八
二
年
、
明

治
十
五
年
に
出
ま
し
た
。
そ
の
中
に
す
で
に
い
く
つ
か
の
讃
美
歌
の
旋
律
が
出
て
き
ま
す
。
有
名



31

な
例
で
言
い
ま
す
と
、
今
は
「
蛍
の
光
」
と
い
う
題
名
で
知
ら
れ
て
い
る
唱

歌
で
す
が
、
こ
れ
は
『
小
学
唱
歌
集
』
初
編
で
は
「
蛍
」
と
い
う
題
で
し
た
。

こ
の
旋
律
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
当
時
は
む
し
ろ

讃
美
歌
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
た
旋
律
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
「
蛍
の
光
」
を
太
平
洋
の
当
時
の
讃
美
歌
と
の
関
係
で
見
て
み
ま
す
と
、

南
太
平
洋
の
ク
ッ
ク
諸
島
で
は
一
八
五
三
年
に
出
版
さ
れ
た
讃
美
歌
集
に
こ

の
旋
律
を
使
っ
た
讃
美
歌
が
出
て
き
ま
す
。
一
八
五
三
年
は
日
本
で
言
え
ば

嘉
永
六
年
で
、
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
た
年
で
す
ね
。
一
八
八
四
年
の
ク
ッ
ク

諸
島
の
讃
美
歌
集
に
も
出
て
き
ま
す
。
一
八
八
四
年
は
明
治
十
七
年
で
す
か

ら
、『
小
学
唱
歌
集
』
第
三
編
が
出
た
年
で
す
ね
。
こ
の
頃
に
は
遠
く
離
れ

た
ク
ッ
ク
諸
島
と
日
本
で
同
じ
旋
律
が
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
ハ
ワ
イ
で

は
ク
ッ
ク
諸
島
よ
り
も
っ
と
早
く
一
八
四
四
年
に
出
た
讃
美
歌
集
に
こ
の
旋

律
が
出
て
き
ま
す
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
見
て
み
ま
す
と
、
一
八
五
七
年
に
出
版
さ
れ
た
ポ
ナ
ペ
島

の
讃
美
歌
集
に
こ
の
旋
律
が
出
て
き
ま
す
。
日
本
で
は
一
八
八
二
年
に
出
版
さ

れ
た
讃
美
歌
集
と
、
そ
れ
と
同
じ
年
に
出
た
『
小
学
唱
歌
集
』
初
編
に
こ
の

旋
律
が
出
て
き
ま
す
。
韓
国
で
は
一
八
九
六
年
に
出
版
さ
れ
た
唱
歌
集
に
出

て
き
ま
す
。

年 讃美歌 年 讃美歌 年 讃美歌 年 讃美歌 唱歌 年 讃美歌 唱歌
1834 ハワイ 1850 ハワイ 1866 1882 日本 日本 1898

1835 1851 1867 1883 1899

1836 1852 1868 1884 1900

1837 1853 クック 1869 クック 1885 1901

1838 1854 1870 1886 1902

1839 1855 クック 1871 1887 1903

1840 1856 1872 クック 1888 1904

1841 1857 ポナペ 1873 1889 1905 韓国
1842 1858 1874 1890

1843 1859 1875 1891 ポナペ
1844 ハワイ 1860 1876 1892

1845 1861 1877 1893

1846 1862 ハワイ 1878 1894

1847 1863 1879 1895

1848 1864 1880 1896 韓国
1849 1865 1881 クック 1897

「蛍の光」（讃美歌曲名「Auld Lang Syne」）　出現年
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も
う
一
つ
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
か
。「
む
す
ん
で
ひ

ら
い
て
」
と
い
う
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
お
遊
戯
し
た
り
、

手
遊
び
を
し
た
り
す
る
歌
を
ご
存
知
で
す
ね
。
こ
の
歌
も

最
初
は
『
小
学
唱
歌
集
』
初
編
に
出
て
く
る
歌
で
す
。

　

太
平
洋
の
讃
美
歌
集
に
同
じ
旋
律
を
探
し
て
い
き
ま
す

と
、
け
っ
こ
う
出
て
き
ま
す
。
こ
の
旋
律
が
登
場
す
る
讃
美

歌
集
が
出
た
年
で
言
い
ま
す
と
、
ハ
ワ
イ
で
は
一
八
三
四
年
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
場
合
で
す
と
、
ク
サ
イ
島
が
一
八
六
五

年
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
が
一
八
八
一
年
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

が
一
八
七
五
年
で
す
。
こ
の
歌
を
歌
っ
た
最
初
の
園
児
で
あ

る
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
の
園
児
は
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
の
子
ど
も
た
ち
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
に
こ
の
歌

を
歌
い
は
じ
め
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

他
に
も
い
ろ
い
ろ
例
が
あ
り
ま
す
が
、
要
す
る
に
日
本
の

唱
歌
の
多
く
は
当
時
の
太
平
洋
の
讃
美
歌
と
密
接
に
関
係

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

年 讃美歌 年 讃美歌 年 讃美歌 年 讃美歌 唱歌 年 讃美歌 唱歌
1834 ハワイ 1850 ハワイ 1866 1882 日本 日本 1898 韓国
1835 1851 1867 1883 ギルバート 1899

1836 1852 1868 1884 1900 韓国
1837 1853 1869 1885 ギルバート 1901

1838 1854 1870 1886 1902

1839 1855 1871 1887 1903

1840 1856 1872 1888 1904

1841 1857 1873 1889 クサイ 1905 韓国
1842 1858 1874 日本 1890 日本 1906

1843 1859 1875 ギルバート 1891
マーシャル
日本

1907

1844 ハワイ 1860 1876
クサイ
日本

1892 1908 韓国

1845 1861 1877 日本 1893 1909

1846 1862 1878 日本 1894 クサイ 1910 韓国

1847 1863 1879 1895
マーシャル
韓国

1848 1864 1880 1896

1849 1865 クサイ 1881

マーシャル
ギルバート
日本

1897

クサイ
ギルバート
韓国

「むすんでひらいて」（讃美歌曲名「Greenville」）　出現年




